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会 議 の 概 要 

会議名 令和 2年度 宝塚市食育推進会議 第 1回 会議  

開催日時 令和 2年（2020年）9月 10日（木）午後 2時～午後 3時 30分 

開催場所 宝塚市役所 3階 3-3会議室 

出席委員 佐々木委員、伊藤委員、安藤委員、細川委員、島本委員、 

岡橋委員、須藤委員、岡田委員、藤永委員、日野尾委員、中西委員、 

酒井委員、村上委員、渡邊委員、植村委員、朝野委員（16名） 

欠席委員 八幡委員、福永委員、薄田委員（3名） 

傍聴者数 なし 

公開の可否 公開 

 １ 開会 

・市長あいさつ 

・委員紹介 

・会長及び会長職務代理者の選出 

 

２ 議題 

（１）第 2次たからづか食育推進計画の概要 

（２）令和元年度 市で取り組む食育に関する事業の実施状況（実績） 

   について（報告） 

 （３）令和 2年度 市で取り組む食育に関する事業の進捗状況について 

（報告） 

 （４）その他 

 

（１）第 2次たからづか食育推進計画の概要  

（２）令和元年度 市で取り組む食育に関する事業の実施状況（実績）に 

ついて 

事務局より説明。【資料 1】 

＜質疑応答＞ 

（委員） 

 昨年度、たからづか食育フェアへ参加した。参加者は 300名とのことだ

が宝塚市の人口 23 万人からすると、この人数ではさみしく思う。今年度

は開催できなかったが、来年度以降、規模を拡大し、より多くの市民が参

加できるような会場や企画を考えてもらえればと思う。 

食育フェアは、毎年「非常によかった」という評価を得ている。参加団

体としても地域に根差す組織でありたいと思っており、積極的な取り組み

を行いたいと思っている。 

（委員） 

 実施事業について、非常に充実した内容だと感じた。しかし出前講座は、

依頼がなく実施しなかったとの報告だが、どのようにＰＲしていたのか。 

食育は啓発がとても重要だと思う。消費者教育を推進する団体として、

依頼を受けており、保育所や学校への食育啓発講座を行っている。もう少

し連携を取りながら、子どもたちがわかりやすく楽しく学びを受ける機会

が増えていくとよいと感じた。 

また、「食品ロス」や「ＳＤＧｓ」は、省けないテーマだと思う。先ほ
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ど環境関係の説明で、食品ロスの話が出てきたが、身近な暮らしの中で

我々ができることはたくさんある。日本国内の食品ロスは 640万トン以上

あると言われており、一方で国連による食糧援助は 320万トンである。こ

のことを考えれば、もっと食品ロスを削減し、食べ物を大事にすることを

すすめていく視点が必要だと思う。 

（事務局） 

 出前講座のＰＲとしては、健康センターで出前講座のチラシを作成し、

地域に配布している。成人、高齢者に関しては依頼が多いが、子どもに関

しては、昨年度は依頼がなかった。出前講座以外に、宝塚栄養士会や宝塚

いずみ会に依頼し、夏休み親子料理教室や親子料理教室を開催しており、

そのような事業への参加で満足されている方が多いのではないかと感じ

ている。現在は感染症の影響により行えていないが、今後、色々なところ

でＰＲを実施していきたい。 

（委員） 

米飯自校炊飯実施事業について、他府県では完全米飯への流れになって

いる状態だが、本市では、現在週 2 回がパン、３回がご飯である。「西谷

地区の米や野菜を食べよう」とも記載されているが、今後自校炊飯形式で

「完全米飯宝塚」になっていくのか。週 2回、外部に委託してパン給食に

するのであれば意味はあるのか。地産地消給食が、春夏秋冬の 4回しかな

いのであれば、毎日西谷産米にすればよいと思う。 

現状のままでは自校炊飯形式の意味があまりないように感じるが、どの

ように考えているのか。 

（事務局） 

 本日は担当課（学校給食課）がいないため、わかる範囲での説明となる。 

すべての給食を米飯に移行することに関しては、パンを好む児童もいる

など、様々な意見があり、完全な移行は難しいと思う。また、ご飯よりパ

ンにあったおかずものもあるなど、献立への影響も考える必要がある。自

校炊飯は、温かくおいしいご飯がその場で食べられるため、おいしいとい

う評価を得ていると学校栄養士から聞いている。西谷産米を使いたいが、

生産量や価格等の問題もあるようで、現在は兵庫県産の米を利用してい

る。 

（委員） 

 市の委託事業で親子料理教室等に関わっている。令和元年度実施分は非

常に好評だった。今年度は実施できず残念である。市のホームページの健

康レシピ事業にも関わっているが、最近はスマホで簡単にできるものをパ

パッと探して作る方が多いと思われる。まだ献立数は少ないが、栄養士が

考えて掲載しているので、そういったものに負けないよう、広めていけれ

ばと思っている。 

（会長） 

 貴重な意見を多くいただいた。他にも疑問点・ご意見があれば、事務局

まで連絡をお願いします。 

（３）令和 2年度 市で取り組む食育に関する進捗状況について 

  事務局より説明。【資料 2、3、別紙 1、2】 

＜質疑応答＞ 

（会長） 
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質問も出にくいようなので、今の説明に関して疑問点・ご意見ありまし

たら、事務局までご連絡をお願いします。 

 

（４）意見交換  

＜意見交換＞ 

（会長） 

 兵庫県は、9月 1日に新型コロナウイルス感染症に関して、感染増加期

から感染警戒期にフェーズがダウンした。しかし、説明に合ったようにイ

ベントが制限されたりしているのが現状である。本来では当たり前のよう

にしてきた事業が大きく見直すことになってきており、参加いただいてい

る皆様においても、様々な面で苦労されていると思う。令和 2年度に実施

する予定だった事業について、中止や未定が多いのも仕方ないことかと感

じている。 

甲子園大学では管理栄養士の養成施設である。たからづか食育フェア

は、甲子園大学 3年生が毎年参加している大きなイベントのひとつである

が、今年度は中止となり残念である。 

本学は、実践教育に重きを置いており、4 月から準備をし、本番まで授

業の中で媒体づくりや校内でのお披露目で指摘を受け、改善を繰り返し、

一番良いものを本番にむけて作っているが、今年度は、４月時点で参加は

難しいだろうと諦めていた。 

授業の一環であるため、実践しなければ単位を出せず、考えた末、唯一

外部から来てもらえる機会となったオープンキャンパスで、高校生向けに

自宅でできる楽しそうな料理レシピをパネル展示するなど、学生なりに

色々考えて活動をした。本番では、感染リスクが高まるため、教員が代わ

りに説明を行った。このようにいろいろなやり方や形を変えて実践教育を

実施している。 

関係団体の中でも、食育などに関して困ったことや、新たな発見などが

あれば、この場で教えていただければと思うが、何かありますか？ 

（委員） 

 食育推進というのは言葉としてはとても簡単で、何にでも使える。しか

し、実際に進めていくのは難しいと常に思っている。 

本市の計画にも行事食を家族で作ろうという項目があったが、最近は保

育園に預ける家庭も大幅に増え、自宅で行事食を作ることが難しくなって

いる。保育園やこども園などでは園児の数（食数）が増えてきたことや、

食育啓発のこともあり、調理師以外に管理栄養士を求め出している。しか

し若い管理栄養士が職に就くことが多い。 

国などでも「行事食」と言っているが、若い管理栄養士がこれまでの調

理師のように、行事食に対応できているのか実態を知るため、兵庫県下の

保育園・こども園にアンケート調査をしたところ、ある程度のことはでき

ていたが、阪神間では行事食を実施しているところが少ないという結果が

出た。 

そこで今年度、なぜその行事食を作るのか、何を食べるか、保育所では

どのように作るか冊子を作成し、各保育園・いずみ会に配布し、普及・啓

発を行っていこうと考えている。この啓発には宝塚も入っている。保育園

では、保護者が関心を向けられるよう、パネルを設置。必要であればコピ



 4 

ーを送ることができるようにしている。 

また、保護者が行事食について知っているのか、アンケート調査を行い、

回答の戻ってきた 2,000 件について現在分析を行っている。 

大学が地域へ出向き啓発することは難しいが、保育園や幼稚園の栄養

士・管理栄養士の養成校であるため、その人たちを教育することも大事な

ことと感じている。 

地域における啓発では、宝塚栄養士会や宝塚いずみ会に加えて、保育所

等で食を中心に活動している方たちも一緒に推進できればと思う。 

10 月に実施する食育パネル展示は良いことだと思うが、ＦＭ宝塚でＰ

Ｒするだけで十分なのか。これまでの経験上、チラシ配布やホームページ

に掲載するだけではだめだと思う。ちょうどいい機会なので、若い学生に

課題にするのもよいと思った。 

たからづか食育推進計画について、第 1次計画で掲げた数値より良くな

っていたが、さらに上げるために第 2次計画で掲げた項目はあるか。 

（事務局） 

 第 1次たからづか食育推進計画の策定時、市民アンケート調査を実施せ

ずに策定した。第 2次食育推進計画を策定時に初めてアンケート調査を行

ったため、今回の数値が初めてもものとなり判断できない現状にある。 

（委員） 

 県や国の計画の目標数値との比較ではどうか。 

（事務局） 

 まだそこまでの分析に至っていない。 

国は、若い世代の朝食の欠食について、目標値に達していない。国でも

取り組みをしているが、目標に達しているものはあまりなく、難しいので

はと感じている。来年度の計画策定の際に、分析には力を入れたいと思っ

ている。県との比較は全くできていないので、この場での回答はできない。 

（会長） 

 現在分析中のアンケートの結果ついては、興味もあり、また教えてもら

えればと思う。 

 時間も来ているので、今後事務局で検討すべき点についてはお願いした

いと思う。本日の議事録については、事務局と調整し、私の方で確認しま

す。 

 

 

 

（５）その他  

 
 次回、宝塚市食育推進会議 第 2回会議 

  日時 令和 3年 2月 8日（月）14時～ 

  場所 未定 

 

 部長あいさつ 

 

 閉会 

 

 


